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マーケティング 石橋　敬介

Essentials of Marketing 　

2 前期 木曜･４時限 農学部農学生命科学科（地域協創特別コース）の学生

農学部１６番講義室 講義 該当

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２５Aカリ

【2025年度以降カリキュラム対象】1．【教養・基礎学力】 豊 専門知識をもとに具体的な問題解決を実践する力として、適切
かな教養と農学分野における基礎学力が身についている。 なマーケティング活動で顧客ニーズを満たす方法を立案できる

ようになる。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 マーケティングは、顧客のニーズを理解して、それを満たす製品開発やプロモーション等により成果を
上げる活動である。本講義ではマーケティングの基礎的な理論を幅広く扱い、学生が将来マーケティン
グ活動を実践するための考え方を教授する。
担当教員は10年以上にわたり企業のマーケティング支援をしてきた実務経験があり、その際の事例を適
宜紹介しながら講義を行う。

(5)授業計画 第1回　イントロダクション：マーケティングの思考法
第2回　マーケティング・マネジメント
第3回　消費者の行動
第4回　ターゲット顧客の特定
第5回　提供価値の立案
第6回　戦略立案のための調査
第7回　製品の企画と評価
第8回　ブランドと普及
第9回　価格設定の方法
第10回　値引きの効果と方法
第11回　プロモーションの方法
第12回　プロモーションの評価
第13回　流通チャネルの選択
第14回　取引先との協業
第15回　講義のまとめ、授業アンケート

(6)自主学習の指
針

講義にて提示する

(7)成績評価の基
準

基本的な用語や概念を理解していれば「水準にある」、理論を用いて事例について説明できれば「やや
上にある」、理論を用いて事例について深い考察ができれば「かなり上にある」、教員を感心させるレ
ベルの考察ができれば「卓越している」

(8)事前事後学習
の内容

毎回、講義資料を eALPS にアップするので、それをもとに予習復習を行うこと。また、授業中に提示す
る課題に取り組むこと。

(9)テストやレポ
ートの予定

講義にて提示する

(10)成績評価の方
法

授業中に課す課題50%、期末テスト50%
課題は2回あり、第5回と第13回の講義中に提示する。提出期限はそれぞれ2週間後である。

(11)質問、相談へ
の対応および連
絡先

メールにて受け付ける。メールアドレスは初回の授業で公開する。

(12)履修上の注意 マーケティングは実学的な分野であり、民間企業はもちろん、官公庁や非営利団体でも応用できる。受
講にあたっては、将来社会人になった時にどのように学びを応用するかを意識しながら学習してほしい。

【教科書】 指定しない。

【参考書】 指定しない。


